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１．設定した課題ごとの分析結果



■［共通課題１］ 地域の人口減少・社会減（人材流出）への積極的対応

人口減少が地域にもたらす影響を考慮すると、人口減少自体への対応、特に若い世代の流出による社会減への対応に、地域で積極的に取り
組んでいく必要がある。

設定した共通課題ごとの分析結果①

分析から分かったこと

●高卒進学率が高まっている
●10、20代の転出超過が顕著である
●やりたい仕事が地元では見つからないと思われている

●高卒進学者は就職地「未定」者が多い
●Uターンは一定数いる一方、Iターン率は低い
●やりたい仕事が地元では見つからないと思われている

高卒進学者に対する地元就職支援

仕事の「選択幅」の幅広い発信

●市特有の要因は、人の移動に一定の影響はある
●個別の事業者への働きかけには限度がある

⇒進学や就職を契機とした都市部転出が多い

⇒Uターン希望者に対する情報発信が不足

⇒影響は少なくないが、対応には限度がある

【課題のポイント】

〇進学や就職を契機とした都市部転出が多い

〇就職時のUターン希望者への情報発信が有効

〇市特有要因の影響は少なくないが、個別の
アプローチには限度あり

有効な打ち手
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■［共通課題２］ 地域企業の人材確保に向けた働きやすい環境づくり

地域企業の人材確保が以前より難しくなっており、働き方改革の推進・働きやすい環境づくりに向けて、地域で積極的にサポートしていく必要が
ある。

設定した共通課題ごとの分析結果②

分析から分かったこと

●高卒就職者は少なくなっている
●都市部流出傾向がある一方で、一定数Uターンもあり
●小規模事業者ほど採用に関する取組を行っていない
●計画通りの採用ができない理由は、人手・待遇・情報
発信不足

●子どもを預けられる環境整備が必要
●全国比(早期)離職率は高く、主な理由は「環境や人間
関係」
●外国人受入は、将来的に検討しているケースあり Ｕターン希望者の採用に向けた小規模事業者の後押し支援

子育てへの配慮等の「柔軟な働き方」を支援・情報発信

⇒進学者や転職者に対する採用活動を強化・支援
する必要がある

⇒柔軟な働き方の受け入れが望まれている

【課題のポイント】

〇進学者・転職者の採用に係る取組を強化する

〇子育て世帯や若者が働きやすい環境を整備す
る

有効な打ち手
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■［共通課題３］ withコロナ・afterコロナ・「新しい生活様式」への対応

事業所数の割合が多い「宿泊業・飲食サービス業」は関連する業種も含めてコロナ禍の影響が大きく、「新しい生活様式」への対応も含めて、あ
らゆる支援に取り組んでいく必要がある。

設定した共通課題ごとの分析結果③

分析から分かったこと

●半数以上の市内事業者が影響を受け続けている
●飲食サービス業が最も影響が大きく、次いで卸売業、
小売業

●コロナ契機のICT化はさほど進んでいない
●ICT化を実施・導入した事業者は効果を感じている
●導入しない主な理由は「業務に適していない」とされ
ている

ICT化導入の有用性や活用可能性を広げる

事業計画見直しへのサポート体制の構築

●設備投資の抑制・延期等の事業計画の見直しをする事
業者が最多
●事業承継や廃業等、何らかの縮小的対応を検討する事
業者もあり

⇒コロナの影響は大きく、⾧期化している

⇒ICT化導入の優先順位は低い現状にある

⇒事業計画の見直しが求められている

【課題のポイント】

〇コロナ影響の拡大・⾧期化

〇ICT化導入に係る有用性の認識不足

〇事業計画見直しの必要性が増加

有効な打ち手
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２．設定した共通課題ごとに優先して取り組む事項



■［共通課題１］ 地域の人口減少・社会減（人材流出）への積極的対応

人口減少が地域にもたらす影響を考慮すると、人口減少自体への対応、特に若い世代の流出による社会減への対応に、地域で積極的に取り
組んでいく必要がある。

設定した共通課題ごとに優先して取り組む事項

高卒進学者に対する地元就職支援

中小企業者

〇高卒進学者に対する採用活動を強化

〇採用活動にSNSなど若者が使用している情報提供ツールを加えることを検討

〇

〇

支援機関

行 政

〇採用活動に人手を割けない中小企業者に対し、専門家派遣制度を活用してもらうべく、関連情報を提供

〇採用活動にあたって有効なデータの収集・提供

〇

〇

〇学生に対し、地元企業ないし地元全体を知ってもらう取組を実施

〇高校、大学等との連携体制の強化

〇

〇

仕事の「選択幅」の幅広い発信
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■［共通課題２］ 地域企業の人材確保に向けた働きやすい環境づくり

地域企業の人材確保が以前より難しくなっており、働き方改革の推進・働きやすい環境づくりに向けて、地域で積極的にサポートしていく必要が
ある。

設定した共通課題ごとに優先して取り組む事項

中小企業者

〇域外（Uターン希望者）に対する採用情報の発信

〇企業単位での「柔軟な働き方」の取組強化

〇

〇

支援機関

行 政

〇早期離職防止のため、ヨコの繋がり形成を支援

〇

〇

〇

〇「柔軟な働き方」を実現している企業の情報を発信

〇Ｕターン希望者に向けた企業情報の発信

〇

〇
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子育てへの配慮等の「柔軟な働き方」を支援・情報発信Ｕターン希望者の採用に向けた小規模事業者の後押し支援



■［共通課題３］ withコロナ・afterコロナ・「新しい生活様式」への対応

事業所数の割合が多い「宿泊業・飲食サービス業」は関連する業種も含めてコロナ禍の影響が大きく、「新しい生活様式」への対応も含めて、あ
らゆる支援に取り組んでいく必要がある。

設定した共通課題ごとに優先して取り組む事項

中小企業者

〇様々な業務でのICT活用を検討

〇

〇

〇

支援機関

行 政

〇事業計画見直しのサポート

〇

〇

〇

〇ICT活用に対する機運の醸成（有用性の周知）

〇

〇

〇
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ICT化導入の有用性や活用可能性を広げる 事業計画見直しへのサポート体制の構築


